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編集後記・ノぐソコンのソフトウェアを購入したときたい

てい付いてくる「使用許諾契約書」にある「使用条件」

を読んでみると，許された使用範閑が意外と狭いことに

驚いたことがあります.その内容はもちろんソフトウェ

アにより少しずつ異なるのですが，多くは契約者以外に

プログラムの使用を禁じています.つまり，他人にプロ

グラムを貸したり，使わせたりすることができません.

DOS や Windows といった基本ソフトでもこのような

条件がありますから，他人に白分のパソコンを貸しても

借りた人は法的には事実上何も使うことができないとい

うこともあり得ます.私が今まででもっとも困惑したの

は， IBM の「使用条件」です.なんとプログラムを「取

得j した国以外では使うことができません.このことを

指摘されたのは日本で購入したサブノートパソコンを米

国に持って行って使っているときでした.このあたりは

解釈あるいは運用実態といったものも考慮すべきなので

しょう・一方で、'このように使用条件の厳しいものに対
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し，フリーウェアやシェアウェアなど無料またはごくわ

ずかな使用料で利用できるものもあり，ユーザーにとっ

ては選択の際にソフト自体の「でき」以外も考慮しなけ

ればなりません・以前のソフトでは違法コピーを防ぐた

めにプロテクトを掛lJ-たものがありました.その後この

ようなソフトは「正規j のユーザーにとってもいろいろ

と不具合のあることがわかり，今では以前のようなアゲチ

ガチのプロテクトはほとんどなくなりました・ 1 回のイ

ンストールをしてその後はオリジナルを使わないという

ことは稀です.もともとソフトはオリジナルを何回も「コ

ピー」して使うもので， I情報」の特質を典型的に備えて

います.知的生産物としての「情報」に関する権利は「物j

に対する考え万と同じでよいのかどうか.著作権による

保護の他に，内容の使用そのものに対する保護はどうあ

るべきなのか.われわれにとっても保護のための方法論

上の興味だけでなく，研究活動そのものに関わることだ

と思います高橋真吾)
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